










　1. “He put the Belt around my life -” (330 / J 273)
　2. “I cried at Pity - not at Pain -” (394 / J 588)
　3. “Promise This - When You be Dying -” (762 / J 648)
　4. “My Life had stood - a Loaded Gun -” (764 / J 754)
これらの作品には、〈推敲途上の詩〉が話者であるという点のほかに、いくつか重要な特徴があ
る。まず、上の１と４において、“my life” が一人称の代わりとして用いられていることである。













１と４を除いて12篇あることが分かる（列挙すれば次の通り―38 / J 11, 266 / J 247, 338 / J 279, 
346 / J 446, 355 / J 510, 357 / J 351, 546 / J 576, 719 / J 734, 757 / J 646, 1061 / J 858, 1188 / J 
1123, 1773 / J 1732）。その多くは “life” を通常の「人生」あるいは ｢生命」の意味で用いている
が、次の２篇では上記の１～４と同じく、“my life” が一人称代名詞の代わりに用いられ、〈推敲
途上の詩〉が話者として語っている可能性がある。
　5. “I felt my life with both my hands” (357 / J 351)
　6. “If He were living - dare I ask -” (719 / J 734)
ところで、５においては、冒頭行中の “my life” が、続く第２連で “my Being” と言い換えられて
いる。このことから、全作品について “my being” を検索してみると、やはり推敲途上の詩を一
人称の話者とする詩が１篇浮かび上がってくる。




　“I felt my life with both my hands” (357 / J 351)
　I felt my life with both my hands  私は自分の命を両手で触った
　To see if it was there -  ちゃんとそこにあるかどうか知りたくて
　I held my spirit to the Glass,  私は自分の魂を姿見にかざした
　To prove it possibler -  もっと可能性があることを証明したくて
　I turned my Being round and round  私は自分の存在をぐるぐる回転させた
　And paused at every pound  そしてがつんとぶつかるたびに静止して
　To ask the Owner’s name -  所有者の名前を尋ねた
　For doubt, that I should know the sound -  その響きを忘れたかもしれないと思って
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　I judged my features - jarred my hair -  私は自分の容貌に判決を下した。髪をきしらせた
　I pushed my dimples by, and waited -  えくぼを押しのけて、待った
　If they - twinkled back -  もしきらきらと戻ってきたら
　Conviction might, of me -  自分についての確信も戻ってくるだろう
　I told myself, “Take Courage, Friend -  私は自分に言った「友よ、勇気を持て。
　That - was a former time -  あれはもう過ぎたこと
　But we might learn to like the Heaven,  しかし、われらはあの天国も
　As well as our Old Home”!  われらの古巣同様、気に入るかもしれない！」
この詩は一見すると、一人の若い女性が、二度目か三度目のデートの日の朝に、不安と期待の入
り混じった気持ちで、自室の姿見の前で化粧と衣服を入念にチェックしながら、ややもすると気
持ちの萎えかける自分自身を、励ましているように読める。１行目の “my life” と２行目の “my 
spirit” は、９-10行目に “my features,” “my hair,” “my dimples” とあることから、体の一部を指し
ていることはすぐに察しがつく。“myself” と置き換えることも可能である。５行目ではやはり鏡
の前で体を回転させながら、衣服の背中の部分などを確認しているということになろうか。12行



































　14-16行目について言えば、“That - was a former time -”（「あれはもう過ぎたこと」）は、前回
の推敲時に、作者を手こずらせ、「見込みなし」（hopeless）の烙印を押されて “Grave” 行きに
なった過去の苦い思い出への言及だろう。また “the Heaven” は、首尾よく次回の推敲を経て、
めでたく完成品として納められるはずの、未だ見ない箱のことを指していると考えよう。反対に、
それまで納められていた箱は、当該の詩にとっては長い時間を過ごし、おそらくは愛着さえも覚
えるようになった場所であり、詩人がつけた不気味な呼称にもかかわらず、“our Old Home” と
呼ばれているわけである。










　“He found my Being - set it up -” (511 / J 603)
　He found my Being - set it up -  彼は私の存在を見出し、据え付けた
　Adjusted it to place -  位置を調整した
　Then carved his name - opon it -  それからその上に彼の名前を刻み、
　And bade it to the East  東に行くように命じた
　Be faithful - in his absence -  留守の間、貞節でいるようにと
　And he would come again -  もし守れたら、琥珀の馬車で
　With Equipage of Amber -  戻ってきて
　That time - to take it Home -  そのときは家に連れ帰ってやろうと




























のだ。このように解釈すると、この詩もまた、以前論じた“He put the Belt around my life -” (330 












　“If He were living - dare I ask -” (719 / J 734)
　If He were living - dare I ask -  もし彼が生きていたら、と私は敢えて問う
　And how if He be dead -  そして彼が死んでいたらどうだろう、と
　And so around the Words I went -  それで、私は言葉たちをよけて通った
　Of meeting them - afraid -  面と向かうのが怖くて
　I hinted Changes - Lapse of Time -  私は変化をほのめかした、時の経過を
　The Surfaces of Years -  年月の表面に
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　I touched with Caution - lest they crack -  そっと触れてみた。ぱりっと割れて
　And show me to my fears -  私の怖れに私を会わせることがないように
　Reverted to adjoining Lives -  そばにいる命たちの方を振り向き
　Adroitly turning out  墓と思った場所を片っ端から
　Wherever I suspected Graves -  手際よく裏返した
　'Twas prudenter - I thought -  その方がより慎重だと思った
　And He - I pushed - with sudden force -  そして、彼は -- 私が不安になって
　In face of the Suspense -  いきなりさっと駆け寄ると --
　“Was buried” - “Buried”! “He!”  「埋められていた」、「埋められていた」「彼は」






　“If He were living” - dared I ask -










て通った」（“around the Words I went -”）のだが、その理由が、その言葉たちに「面と向かうの











　以上、第１連は何とか切り抜けられたが、２連目から難問が続出する。５行目に “I hinted 
Changes - Lapse of Time -” とある。誰に「変化をほのめかす」のか不明である。「言葉たち」
（“the Words”）に対してと取るのは困難だ。「私」は彼らに「面と向かう」のを怖れて「よけて
通った」のだから。“Lapse of Time” は、「私」が未完のまま放置されていた間の時間の経過と取
るほかない。しかし、「年月の経過」がもたらした「変化」とはいったい何であろうか。続いて
「年月の表面 / にそっと触れた。ぱりっと割れて / 私を私の怖れに会わせることがないように」
とあるから、何か表面が脆い物質かもしれない。これについては、しばらく措いておく。
　９行目に “Reverted to adjoining Lives -”（「そばにいる命たちの方を振り向き」）とあるが、こ
の “Lives” は、最終行の “My Life” が一人称の代用であり、「私」を指していることから分かるよ
うに、同じ「詩稿たち」を指していると考えられる。こういう用法は、“He put the Belt around 




は、彼らを「振り向き / 墓と思った場所を片っ端から / 手際よく裏返す」（“Adroitly turning 




「埋葬されて」いないか調べているのだ。だとすれば、６- ７行目の “The Surfaces of Years - / I 










「私」とその同類が抜け出して来た「箱」の名前は何なのか。“Grave” でも “Heaven” でもないと
すれば、何と呼ばれていたのか。地下と天上の中間であり、いまだ不完全な「私」すなわち “My 




































　さて、最終行の解釈が残っている。“My Life just holds the Trench -”（「私の命はその溝を抱
え込んでいるだけ」）とは何とも謎めいている。“Trench” はまず間違いなく “Grave” の言い換え
だろうとは察しがつく。だが、動詞 “holds” の用法が理解できない。これが、主語と目的語が入
れ代わって、“The Trench just holds My Life -” であるならば、まだしも理解のしようがある。
すなわち、作者が墓に埋められているのを発見し、作者の死という事実を受け入れた「私」は、
自分が、未来永劫、完成した詩になれない運命を悟り、遅ればせながら作者に殉じて、同じ墓穴
に自ら身を横たえ、そして、今もその状態にある、ということだ。しかし、実際には “My Life 















　以上、〈推敲途上の詩〉を話者とする作品三篇について見てきた。“He” と “I” が登場し、「私」
エミリ・ディキンスンの〈推敲途上の詩〉を話者とする詩三篇とその発想の淵源 15





　“ Why - do they shut me out of Heaven? ” (268 / J 248) 
　Why - do they shut me out of Heaven?  彼らはどうして私を天国に入れてはくれないのか。
　Did I sing - too loud?  私の歌声が大き過ぎたせいか。
　But - I can say a little ”minor”  でも、わたしはもう少し短調でも歌える
　Timid as a Bird!  小鳥のように臆病に
　Would'nt the Angels try me -  天使たちは私を試験してはくれないだろうか
　Just - once - more -  もう一度だけ
　Just - see - if I troubled them -  私が迷惑かけるかどうかみて欲しい
　But dont - shut the door!  でも、お願いだからドアは閉めないで
　Oh, if I - were the Gentleman  ああ、もし私があの白いローブの
　In the “White Robe” -  紳士なら、そしてノックするのが
　And they - were the little Hand - that knocked -  この小さな手なら
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